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 第 1 章は序論である。 
 第 2 章では歌詞を対象とした自然言語処理技術の概要を説明する。既存研究の殆どは、歌詞の
談話構造ではなく、押韻や抑揚などの音韻的な特徴のモデル化に焦点を当てている。 


























 第 7 章は結論である。 
 以上、本論文は、作詞という人間の知的行動をデータから定量的に解明するとともに、自動歌
詞生成技術を用いた作詞支援という新しいインタフェースを創出したものであり、システム情報
科学の発展に寄与するところが少なくない。 
 よって、本論文は博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
